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この広報紙は、再生

紙を使っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　ワッショイ、ワッショイ！

　村のみこしは男衆が担ぐものと思いきや、

どっこい女衆だって負けてはいません。そろ

1いの法被にハチマキしめれば、荒屋マドンナ

度独せ然塗塑に早変わり・．．」

、囎　　　鰹
　　発蝋の盤嚢紙灘・『、
村の家計簿……・・…………・……②～③

20歳の顔・・………………・………④～⑤

むらのあっちからこっちから…？・・⑥～⑦

みんなの広場・…………・……・…⑧～⑨

お知5せ・……・…………・………⑩～⑪

青春してます・カレンダー……・・……9⑫
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自ら創造し、実践する村づくりのために

万円鞭いました

中里ワしヴや中里村物語φ作成セはじあと

するワつト事業、ユーモールσ～建設や清津峡

歩道ト1ンネルφ設計等σ～ノ￥一ド事業と、平成

3年度も様々な事業セ行って、皆さんo～要望

セ形に変えました。

平成3年度・一般・特別会計の決算 （単位：万円）

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額

一　　般　　会　　計 40億4，918 39億3，120 1億1，798

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険 5億4，853 5億0，041 4，812

倉俣診療所 4，486 4，372 114

歯科診療所 4，373 4，330 43

老　人　保　健 5億3，053 5億2，274 779

簡　易　水　道 8，699 7，008 1，691

下水道事業 1，444 1，398 46

計 12億6，908 11億9，423 7，485

合　　　　　計 53億1，826 51億2，543 1億9，283

一般会誹の歳入決算額翻億4，

9総万網．歳出決算額認億3，1麗藏

周羅、差引額が1億1，ヌ麗万周畿な

りまじた¢

このう誉、平減4年度猟の繰越

事業分1，勲9万円を差じ馴騎難1

億囎遜罵が実質収支とな轡．幕

域講難度燕繰9越慰糀ま戯薙．

一般会計歳入歳出決算の構成比

2億7，787万円
（7．1％）

民生費

2億7，881万円
（7．1％）

衛生費

公債費
3億2，29↑万円

（8．2％）

消防費9，387万円（2．4％）

議会費6，933万円（1．8％）

その他6，854万円（1．7％）

総務費
9｛意8，348万円

　（25．0％）

　　　議欝
　　鑛灘馨，馨欝
　　　　　　商工費　　　灘磯　　　　　4f意8，473万円教育費
　　　　　　（12．3％）4f意2，286万円

（10．8％）

　　　　農林　　土木費水産業費
　4｛意6，003万円　4｛意6，877万円

　　（11．7％）　（11．9％）

財産収入

（4．2％）

繰越金

1｛意6，926万円

窺
擁

囎
金
84
鮒

臆
劃
帽

　
　
　
県
臆

諸収入　　灘鑛2f意4，626万円
（6．1％）＿　灘糠灘馨難

繰入金　　 欝麟

3億552万円

（7・5％）　村債

　3億5，010
　　万円　村税　（8．6％〉　5億5，295万円

　　　　（13．7％ン

国庫支出金
1億5，823万円
（3．9％）

その他
1｛意6，310万円

　（4。0％）

地方交付税
17f意4，240万円

　（43．0％）

82，355円

入湯税

・
騨

・
禽

斜9円

村たぱこ税

ない幽i

3，4銘円

軽自動車税

糧，592円

固定資産税

β田田o

50，040円

村民税

2ヌ，紹6円

2



税車
円

麟
騨

軽
t
G

◎総務費

　●中里ソング作曲外………………663

　●マンガ中里物語作成……………535

　●ふるさとフェスティバル………500

　●人材育成事業・………………・・…455

　●克雪住宅資金貸付（43件）……8，415

　●温泉掘削………一……・・……9，000

　●温泉浴場仮設外・………・…・…2，565

◎民生費

　●恵福園短期保護…・……………・・375

　●障害者、老人医療費助成………388

◎衛生費

　●村営墓地造成・………・………・1，074

◎農林水産業費

　●リース工場建築………………5，119

　●林道開設

　（西方線、角間土倉線）………1，880

　●林道改良（小沢東山線）………5，476

◎商工費

　●中里村地域開発㈱出資金……40，460

　●清津峡歩道トンネル設計……4，326

◎土木費

　●村道改良（7路線〉……………10，962

　●村道舗装（5路線）……………2，959

　●消雪パイプ工事・・…∵……・・…1，897

　●除雪経費……・……一…・……6，486

　●除雪機械購入………』………・・2，869

◎教育費

　●田沢小体育館改修外…………1，655

　●倉俣小グラウンド整備…………893

村たばこ税
2，295万円

（4．2％）

村民税
1億8，253万円

（33．0％）

その他
82万円

（0．1％）

難鍵議騰難
謬懸轟嚢鑛繍

　撚簸轍

村税の内訳

　村税は歳入全体の13．7％

と苦しい台所事情を示して

います。

　内訳は、固定資産税と村

民税で94％を占め、村税の

ほとんどがこの2つの税で

賄われていることになりま

す。

その他
3f意5，086万円

　（13、9％）

ろ
大蔵省

　（30．6％）

　
珊

他
創
鰯

の
8
適

そ
鷹薮

教育施設建築

（28．6％）

その他
3f意1，1gg万円

（7．9％）

棚郵政省
13億9，819万円

　（55．5％）

借入金の内訳
（総額25億2，070万）

物件費
3億482万円
（7．7％）

公債費
3億2，U8珊
　　（82％）

蓼縫難鑛
講騰難

灘難麟翻舞

　織難欝

人件費
7億8，079万円

（19．9％）

　　　積立金　幾嶽
　　4億8・96靭　灘
　　　（12・4％）纏難雛

　　　　　灘懲灘鶏補助費等
　　　　　辮讐鐡3f意3，663万円

（8．6％）

　借入金は、村が国や銀行

から長期にわたって借りて

いるお金です。

　前年度に較べて教育施設

関係が減ったものの、他の

項目では増えました。

性質別歳出の内訳

　歳出決算額39億3，120万

円を、支出目的別に分類し

たものです。

　中里村地域開発㈱への出

資金があづたため、投資及

び出資金・貸付金の項目が

大きく伸びました。

財産の状況 （4．3．31現在）

　108．25ha

　36，699m2

282，701千円

487，300千円

389，400千円

296，000千円

245，500千円

225，519千円

573，524千円

※国保、簡易水道、土地開発、奨学、克雪住宅、国民年金印紙

購売、減債の各基金の合計

585，522円

その他

樂

10，200円

公債費

　牙l
　l台，一

岱
　
一
、

じウ

ー
甲

鯖

48，096円

教育費 消防費 士木費

‘
繋
庵

灘
殿
ど

　
　
（

畷
．

賊
父

褻繋　

62，983円 13，982円 68，519円

商工費

、

o

ノ4 〃

72，197円

農林水産業費

パ

　ペ三．　”臼ら

藤

69，821円

衛生費

41，527円

民生費

ノ

、

41，387円

3 広報躍勲冒と： 平成4年9月10日



お盆の8月15日、恒例となった夏の成人式がユーモールで行われました。

今年成人式を迎えたのは昨年より28人多い106人（男59人、女47人）で、この

日はおよそ7割に近い76人（男40人、女36人）が、夏に合った涼しい服装で

出席しました。久しぶりに顔をそろえた新成人たちは「久しぶり」、「全然変

わってないね」と懐かしそうに声をかけ合い、さながら同窓会のような雰囲

気に包まれていました。

式典では白倉公民館長の式辞に続き、山本村長が「皆さんが“就職は中里

村で”と思えるような村作りを進めているので、中里村に誇りを持ってほし

い」、続いて齋喜議会議長が「20歳になったことを記念して、何か一つ決意を

していただきたい」とそれぞれお祝いの言葉を贈りました。これにこたえ、

成人を代表して山本美果さん（山崎）が「権利と義務をしつかりとわきまえ

て生きていきます」と謝辞を述べました。

続いて田中出身の藤田嘉宏氏（元新潟総合テレビ報道政策局長）が、「自分

を大切に」と題して講演を行いました。

記念撮影のあと祝宴が行われ、ジュース類で乾杯してお互いの近況などを

楽しそうに話し合っていました。最後に公民館長揮毫の色紙や公民館からの

記念アルバムなどを受取って閉会しました。

慮一
聯　

’
．
盈

第5学年

順　　位 塗　　位 2　　位 壌　　載

種　　目 磯　　名 校麟 磯　　嶽 校嶺 籐　　嶽 校編

男
　
　
　
　
　
子

虜由形
50無 高井雅史 田　沢 広田宗昭 田　沢 太嶋勇樹 田　沢

墨OOm 高井雅史 田　沢 高橋大輔 倉俣

平泳ぎ
5◎田 広田宗昭 田　沢 南雲伸行 貝　野 井口真次 田　沢

100瓢 広田宗昭 田　沢 井口真次 田　沢 南雲伸行 貝　野

背泳ぎ
50m 江口和教 田　沢 富井　　暁 田　沢 山田康太 倉俣
100煽 高井雅史 田　沢 富井　　暁 田　沢 山田裕樹 倉俣

50掛バタフライ 山田寿和 清津峡 山田史雄 高道山 徳永俊之 田　沢

ioO1n個人メドレー 山田寿和 清津峡 藤田克志 貝　野 ・渡辺和幸 高道山

女
　
　
　
　
子

自由形
50m 富井智子 田　沢 山田真澄 田　沢 志田さゆり 清津峡

10（）m 鈴木直子 倉俣 樋口麻奈美 高道山 山田綾香 田　沢

平泳ぎ
50田 服部江梨子 田　沢 富井純子 田　沢 鈴木幸子 高道山

100磁 服部江梨子 田　沢 桑原理恵 倉俣 富炉純子 田　沢

背泳ぎ
50m 富井智子 田　沢 山田真澄 田　沢 吉楽（貝野）・志田（清津峡）

100m 山田真澄 田　沢 根津愛美 倉俣
50搬バタフライ 服部江梨子 田　沢 鈴木恵美 倉俣 藤ノ木　愛 清津峡

10伽個人メ極一 富井智子 田　沢 桑原理恵 倉俣 南雲彩子 貝　野

　
台
風
の
接
近
で
フ
ェ
ー
ン
現
象
と
な
り
、
時
お
り
強
い
南
風

が
吹
い
た
八
月
四
日
、
五
・
六
年
生
が
参
加
し
て
第
十
六
回
村

内
小
学
校
親
善
水
泳
大
会
が
、
田
沢
小
学
校
プ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
は
、
各
校
の
児
童
た
ち
が
選
手
の
名
前
を

連
呼
し
て
応
援
し
、
ま
た
、
フ
ェ
ン
ス
の
外
か
ら
は
わ
が
子
を

応
援
し
よ
う
と
か
け
つ
け
た
父
母
た
ち
が
、
熱
い
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

蝋羅
村鴛

学繍

示慮
泳鞍
套灘
　雛
易轟
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女
子

◎
二
百
㌶
メ
ド
レ
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一
位
田
沢
小
、
二
位
倉
俣
小
、

◎
二
百
材
リ
レ
i

　
一
位
田
沢
小
、
二
位
山
口
同
道
山
岡

◎
二
百
メ
ド
レ
i

　
一
位
田
沢
小
、

◎
二
百
材
リ
レ
ー

　
一
位
田
沢
小
、

位
高
道
山

　◎男一1
一二子リ

位
倉
俣
小

レ
ー
の
部
】

第6学年

順　　粒： 1　　位 舞　　位 3　　位

種　　目 浅　　麟 校名 幾　　嶽 校名 浅　　名 校名

男
　
　
　
　
　
子

薗由形
5◎搬 樋口洋一 高道山 樋口　　敏 田　沢 川田正樹 田　沢

鐙⑬m 樋口洋一 高道山 樋口　　敏 田　沢 清滝和也 高道山

平泳ぎ
5⑳籟・ 村山裕一 貝　野 川田正樹 田　沢 服部直幸 田　沢

麹◎撮 川田正樹 田　沢 齋喜秀徳 倉俣 村山尚樹 田　沢

背泳ぎ
5◎田 南雲堅介 貝　野 服部卓郎 田　沢 南雲浩男 倉俣
工◎◎搬 服部卓郎 田　沢 滝澤知成 倉俣 山田和男 倉俣

5◎mバタフラ塚 樋口　　敏 田　沢 高橋寿也 倉俣 清滝和也 高道山

100m個人メドレー 樋口洋一 高道山 服部卓郎 田　沢 齋喜秀徳 倉俣

女
　
　
　
　
　
子

由由形
50m 樋口美千枝 高道山 田村由紀子 田　沢 廣田菜穂子 田　沢

100盈 樋口美千枝 高道山 樋口千晶 田　沢 南雲ゆかり 倉　俣

平泳ぎ
50m 藤ノ木妙子 田　沢 山田真弓 貝　野 清滝清美 高道山

100m 藤ノ木妙子 田　沢 山田真弓 貝　野 鈴木沙八香 倉俣

背泳ぎ
50m 田村由紀子 田　沢 樋口久仁子 高道山 太嶋淳子 田　沢

100m 田村由紀子 田　沢 太嶋淳子 田　沢 鈴木沙八香 倉俣
50mバタフライ 樋口千晶 田　沢 樋口久仁子 高道山 吉楽絵美 貝　野

100m個人メドレー 樋口千晶 田　沢 樋口美千枝 高道山 樋口久仁子 高道山

5 広報躍”富と：　　平成4年9目10日



噛
蜘

卿

うなぎって、すべってつかめないよ。

ゆ爵

毬

わ
ー
、
雪
が
．
あ
る
よ

　
　
　
　
　
ー
“
自
然
運
動
公
園
祭
り
に
ぎ
わ
う
”

　
清
田
山
自
然
運
動
公
園
祭
り
が
真

夏
日
と
な
っ
た
八
月
十
五
日
に
行
わ

れ
、
地
元
民
や
お
盆
で
帰
省
中
の
家

族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
う
な
ぎ
の
つ
か
み
取
り
や
雪
の
滑

り
台
、
か
ぶ
と
虫
合
戦
に
弓
矢
大
会
、

雪
中
宝
さ
が
し
な
ど
、
親
子
で
一
日

中
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
歓
声
が
あ
が
り
、
中
で
も

う
な
な
ぎ
の
つ
か
み
取
り
で
は
、
親

も
子
も
声
を
張
り
あ
げ
な
が
ら
池
の

中
を
走
り
回
り
、
び
し
ょ
ぬ
れ
に
な

っ
て
大
物
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

中
に
は
家
族
で
う
な
ぎ
を
二
匹
も
つ

か
ま
え
た
帰
省
客
も
い
て
、
「
ど
う
し

て
料
理
し
よ
う
か
」
な
ど
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
弓
矢
大
会
で
は

参
加
者
が
自
分
で
作
っ
た
弓
で
的
を

射
る
た
め
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
は

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
弓
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
祭
り
の
参
加
者
数
は
、
前
日
か
ら

宿
泊
し
て
い
た
キ
ャ
ン
パ
ー
を
含
め

て
お
よ
そ
千
人
と
年
々
増
え
続
け
て

お
り
、
集
落
総
出
で
祭
り
を
支
え
た

清
田
山
の
人
た
ち
は
、
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
も
祭
り
の
成
功
を
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

昔
日
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盆
踊
り
復
活

　
　
ト
ユ
ー
そ
ー
ル
駐
車
場
に
踊
り
の
輪
”

　
途
絶
え
て
い
た
盆
踊
り
を
復
活
さ

せ
よ
う
と
、
中
里
ユ
ー
遊
盆
踊
り
実

行
委
貝
会
（
白
倉
増
之
会
長
y
が
中

心
と
な
り
八
月
十
四
日
・
十
五
日
の
■

夜
、
ユ
ー
モ
ー
ル
駐
車
場
を
会
場
に

盆
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
村
の
盆
踊
り
は
昭
和
五
十
年
代
ま

で
田
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大

に
行
わ
れ
て
お
り
、
帰
省
客
の
楽
し

み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
都
合
に
よ
り
総
合
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
に
場
所
を
移
し
て
行
れ
れ
た
も

の
の
、
年
々
参
加
者
が
減
少
し
、
二

年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
会
場
の
中
央
に
は
盆
踊
り
の
や
ぐ

ら
が
組
ま
れ
、
や
ぐ
ら
か
ら
四
方
に

つ
る
さ
れ
た
ち
ょ
う
ち
ん
に
火
が
灯

さ
れ
る
と
、
盆
踊
り
の
ム
ー
ド
が
高

ま
り
ま
す
。
午
後
八
時
半
こ
ろ
か
ら

ゆ
か
た
姿
の
人
た
ち
が
続
々
と
集
ま

り
、
七
月
か
ら
踊
り
の
講
習
を
受
け

て
き
た
人
た
ち
を
は
じ
め
、
帰
省
中

の
人
も
踊
り
の
輪
に
加
わ
り
、
二
日

間
で
延
べ
五
百
人
が
「
佐
渡
お
け
さ
」

や
「
十
日
町
小
唄
」
、
音
頭
取
り
の
歌

に
合
わ
せ
て
踊
る
「
カ
ラ
ス
踊
り
」

や
「
ホ
ー
カ
イ
節
」
、
「
野
良
三
階
」

な
ど
に
大
き
な
踊
り
の
輪
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。

　
中
里
ユ
ー
遊
盆
踊
り
実
行
委
員
会

で
は
、
来
年
以
降
も
盆
踊
り
を
続
け

て
い
く
こ
と
に
し
て
お
り
、
村
を
あ

げ
て
の
盆
踊
り
に
な
れ
ば
と
意
気
込

ん
で
い
ま
し
た
．

安
全
運
転
を

　
　
　
　
呼
び
か
け
る

　
帰
省
の
マ
イ
カ
ー
な
ど
で
混
雑
し
は

じ
め
た
八
月
十
一
日
、
村
交
通
安
全
対

策
協
議
会
と
交
通
安
全
協
会
で
は
、
国

道
一
一
七
号
線
と
三
五
三
号
線
に
交
通

指
導
所
を
設
置
し
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ

ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
一
一
七
号
線
如
来
寺
地
内
に
設
け
ら

れ
た
指
導
所
で
は
、
ひ
っ
き
り
な
し
に

車
が
列
を
な
す
中
、
交
通
指
導
員
や
安

全
協
会
の
役
員
、
住
み
よ
い
郷
土
建
設

協
会
の
役
員
ら
が
「
暑
い
で
す
が
安
全

運
転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
し
た
。

　
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
お

盆
中
に
大
き
な
事
故
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
こ
れ
か
ら
も
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
続

く
よ
う
に
機
会
を
み
て
は
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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ユリの花I　l，000本で作った新潟県

こ
れ
、
持
て
る
か
な
あ

　
　
　
　
　
　
“
体
重
よ
り
重
い
ス
イ
カ
セ
収
穫
”

　
中
里
村
保
育
所
で
は
、
十
四
・
八

難
も
あ
る
大
き
な
ス
イ
カ
を
収
穫
し

ま
し
た
。
園
児
の
中
に
は
、
ス
イ
カ

と
同
じ
く
ら
い
の
体
重
の
子
も
い
て
、

「
ボ
ク
よ
り
重
い
ス
イ
カ
だ
よ
」
と

周
囲
の
友
達
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ス
イ
カ
は
、
保
育
所
の
前
と

後
ろ
に
あ
る
小
さ
な
畑
で
取
れ
た
も

の
で
、
園
児
と
先
生
が
五
月
に
八
本

の
苗
を
植
え
、
六
月
に
枯
れ
て
し
ま

っ
た
数
本
を
植
え
直
し
、
園
児
は
肥

料
を
、
父
兄
は
稲
わ
ら
を
持
ち
寄
っ

て
敷
く
と
い
う
、
言
わ
ば
全
員
の
力

で
作
り
あ
げ
た
結
晶
と
い
え
る
も
の

で
す
。

　
ほ
か
に
も
大
小
合
わ
せ
て
十
数
個

の
ス
イ
カ
が
収
穫
ざ
れ
、
園
児
た
ち

に
給
食
の
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
中
里
保
育
所
で
は
こ
の
”
豊
作
”

に
す
っ
か
り
自
信
を
深
め
、
来
年
は

も
っ
と
大
き
い
も
の
を
と
、
今
か
ら

次
の
作
付
を
考
え
て
い
ま
す
。

園
芸
つ
ヱ
ス
テ
ィ
バ
ル

『
9
2
グ
リ
ー
ン
・
八
1
』
－
・
イ
ン
津
南
』

　
　
り

　
園
芸
農
家
と
園
芸
関
係
者
が
集
ま

り
、
園
芸
生
産
物
供
給
基
地
確
立
運

動
の
意
識
高
揚
を
図
り
、
消
費
者
と

の
交
流
を
深
め
よ
う
と
い
う
園
芸
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
92
グ
リ
ー
ン
・
ハ

ー
ト
・
イ
ン
津
南
」
が
、
県
な
ど
の

主
催
で
八
月
二
十
五
日
、
金
子
県
知

事
を
迎
え
て
津
南
町
沖
の
原
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
は
一
㎞
の
ひ
ま
わ
り
広
場
に

隣
接
し
た
約
二
㎞
の
休
耕
地
で
、
広

い
会
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加
し

た
四
千
五
百
人
の
人
で
す
っ
か
り
埋

め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
金
子
県
知
事

は
「
生
産
物
供
給
基
本
確
立
を
目
差

し
て
、
園
芸
生
産
の
更
な
る
振
興
を

図
り
た
い
」
と
産
地
確
立
へ
の
期
待

を
述
べ
ま
し
た
．

　
来
賓
の
祝
辞
に
続
い
て
園
芸
労
働

力
改
善
表
彰
が
行
わ
れ
、
中
里
村
そ

菜
組
合
ね
ぎ
部
会
．
（
上
原
忠
吉
部
会

長
）
外
三
部
会
に
賞
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
後
決
意
表
明
が
行
わ
れ
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
園
芸
産
地
対
抗
綱

引
き
大
会
な
ど
で
、
ふ
だ
ん
静
か
な

沖
の
原
台
地
に
に
ぎ
や
か
な
歓
声
が

響
い
て
い
ま
し
た
。

故
小
林
豊
政
氏
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲
六
等
単
光
旭
日
章

　
元
中
里
村
議
長
で
社
会
党
中
里
支

部
長
を
つ
と
め
た
故
小
林
豊
政
さ
ん

に
、
勲
六
等
単
光
旭
日
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
同
章
は
総
理
府
総
務
長
官

か
ら
村
へ
交
付
さ
れ
、
八
月
十
日
に

開
か
れ
た
臨
時
村
議
会
の
冒
頭
、
村

長
か
ら
長
男
の
小
林
豊
さ
ん
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
小
林
豊
政
さ
ん
は
昭
和
四
十
二
年

に
村
議
会
議
員
に
初
当
選
。
以
来
五

十
四
年
ま
で
三
期
連
続
当
選
を
果
た

し
、
五
十
八
年
に
再
選
さ
れ
て
通
算

四
期
を
つ
と
め
ま
し
た
。
こ
の
あ
い

だ
四
十
八
年
か
ら
五
十
二
年
ま
で
副

議
長
、
五
十
二
年
か
ら
五
十
四
年
ま

で
は
議
長
と
し
て
地
方
自
治
お
よ
び

村
政
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

共
和
A
が
優
勝

　
第
十
一
回
中
里
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
七
月
十
八
日

ω
、
田
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
炎
天
下
、
試
合
は
昼
食
休
み
も
と
ら

ず
に
続
け
ら
れ
、
選
手
た
ち
は
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
遺
憾
無
く
発
揮
し
よ
う

と
、
暑
さ
を
も
の
と
も
し
な
い
で
ハ
ッ

ラ
ツ
と
し
た
プ
レ
ー
を
展
開
し
て
い
ま

し
た
。

　
結
果
は
共
和
A
チ
ー
ム
（
宮
中
）
が

昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
、
勝
利
の
栄
冠

を
手
に
し
ま
し
た
。

羅

上
山
A

共
和
A

共
和
B

通
り
山

長
生
会

譲
楽
張

白
寿

干
曲

鰯

共
和
B

白
寿

平成4年9月10日広報躍勲建と：7



この組合は、十日町市、川西町、津南町．中里村の

4市町村が資金を出し合って運営する組合で￥消防・

救急活動￥総合福祉センター（御陣荘）￥と畜場の各事

業を行っています。

繰越金
2，936

（2．9％）

国庫支出金

3，201
（3．2％〉

組合債
5，350

（5．3％）

中里村
9．523

（10．9％）

川西町
1億

4，521
（16．6％）

諸収入
1，068

（1．1％〉

　　　消防施設費一その他

　212　　1億648
（0．2％）　（11・2％）

　　　　十日町市　　鰻叢4億
　　隷騰魏3，534蕊
　　　　　　り　　灘禦鯛、（49，8％）パ

　　　　　　㊥
翰、課7　窺
祭（22・7％）診

　　●負担争

非常備
消防費

1億6，078
（16．9％）

繰越金
2，596万円

単位：万円

公債費2，118（2．2％）

その他　422（0．4％）

　　畿欝、
　　購翻繍
　　　懇隠
養　　　常備消防費　　　。⑥
　　6f意8，270　　　　　∀
　参　（71．9％）す。
　　費9惚拶

単位：万円

会　計　名 歳入額 歳出額 差　引
繰越金

総合福祉センター 1，937 1，703 234

と畜場事業 4，017 3，526 491

合　　　　　　計 5，954 5，229 725

火災出陣状況（村内）建物1林野11

，
／

救急出動状況（村内）　95回

　　　⑳
清津峡小学校5年

一山田寿和くん

この絵は￥小出の一部の風景を

かいたものです。工夫したところ

は、家とまん中にある道の色ぬり

です。難しかったところは．川の

流れと￥緑の風景をいきいきとえ

がくことでした。

福
島
県
猪
苗
代
町

　
樺
太
、
今
の
ロ
シ
ア
共
和
国

の
サ
ハ
リ
ン
が
私
の
生
ま
れ
故

郷
で
す
。
戦
後
、
福
島
県
猪
苗

代
町
に
移
住
し
、
現
在
は
母
が

そ
こ
で
一
人
で
暮
し
て
い
ま
す
。

　
猪
苗
代
町
は
、
日
本
で
三
番

目
に
大
き
な
猪
苗
代
湖
と
、
宝

の
山
磐
梯
山
に
囲
ま
れ
た
観
光

地
で
あ
り
、
野
口
英
世
の
生
誕

地
で
も
あ
り
ま
す
。
磐
梯
山
に

山形県

新
潟
県

栃木県

猪苗代町

も

　福島県

　
ん

　
さ

　
子

　
光

屋
雲

荒
南

わたしの

　　ふ

⑪る

　　さ

　と

は
表
と
裏
が
あ
り
、
裏
磐
梯
の

四
季
は
「
す
ば
ら
し
い
」
の
一

言
に
尽
き
ま
す
。

　
昨
年
春
、
久
し
ぶ
り
に
帰
っ

て
感
じ
た
こ
と
は
、
観
光
面
が

一
段
と
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

山
菜
取
り
専
用
駐
車
場
（
五
百

台
以
上
）
を
設
け
て
入
山
マ
ナ

ー
を
教
え
、
入
山
料
金
を
取
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
監
視
員
を

配
置
し
、
誰
に
も
山
を
開
放
し

て
い
る
た
め
、
駐
車
場
は
県
外

車
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
中
里
村
の
近
郷
で
は
入
山
禁

止
の
看
板
だ
け
が
目
立
ち
、
猪

苗
代
と
較
べ
残
念
に
思
い
ま
す
。

鈴木大貴くん（2歳）
　　　　　　　　⑳
一夫・マリ子夫妻の長男（重地）

大貴くんはウルトラマンが大好

きです。毎朝10時にテレビでウル

トラマンの番組が始まると、すっ

かりウルトラマンになりきってテ

レビの前で「シュワッチ」。画面の

中のウルトラマンと一緒に悪者の

怪獣をどんどんやっつけていきま

す。家の中で遊ぶときもウルトラ

マンの人形と一緒で．大貴くんの

毎日はウルトラマン抜きでは語れ

ないようです。

∫



　、〆鴛、騨峰憂奪糞ミ謬塞灘譲議嚢蓑毅艦灘甑

騒嚢塞麟撞欝難騒墾難菱藝蝿蟹響繋
　　　　前列左から4人目赤嶺君、二列目左から6人目仲吉君

『8月4目から43圏の間、富崎県内癒行わ戯た全国高校総体・陸

上競技大会へ久米島高校の3名の生徒が、南丸州代表とじて出場

じました◎

男子糟り投げ1こ出場した赤嶺蒙哲認（3薙）ぱ、莚の種團の県高

校記録保持者羅もあり、開会式では沖縄県の韓霧とじ惹太役を果

たし諜じた。5圏1こ億わ凝た男霧iや噸投げ轟選第一投饗繍きなり

翻麟一トル鍵を投げ．鶴ら捲つ県高校記録を璽新じ．出場選手中

最もいい記録マ決勝へ進出．決勝では惜じく魅2位健なりまじた

が、園体羅の活躍懸期捲さ凝まi該。

また、円盤投げに出場じた仲吉義也暑《2華）は、49メードル96

を投げ9位に入り．構じくも入賞はできまiせん驚じたが．繁無の

太会で上位入賞が期待できます。、

このように競蓑力向上の上璽．決じて良い条件とはいえない離

鶴から．金国大会徹3醤の盤徒慧出場じたごとは後輩への希望と、

村民の講りとなって騨諜嚇。その他健も．久業島高校のあらゆる

分野での活躍が、島を沸かじております。

ナ
イ
タ
ー
も
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備

　
「
ナ
イ
タ
ー
が
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
　
　
費
七
千
五
十
五
万
五
千
円
が
そ
れ
ぞ
れ
可

ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
に
お
こ
た
え
し
て
、
　
　
決
さ
れ
、
年
内
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が

鷹
の
巣
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
一
回
り
大
き
　
　
始
ま
り
ま
し
た
。

く
な
っ
て
、
照
明
設
備
も
完
備
し
ま
す
。
　
　
　
新
し
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
南
側
が
拡
張
さ

　
八
月
十
日
に
開
か
れ
た
臨
時
村
議
会
で
、
　
　
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
野
球
で
あ
れ
ば
ダ
イ

鷹
の
巣
運
動
公
園
用
地
取
得
費
二
千
五
百
　
　
ヤ
モ
ン
ド
の
向
き
が
今
よ
り
四
十
五
度
ほ

三
十
万
円
（
一
万
千
㎡
y
と
村
民
グ
ラ
ウ
　
　
ど
左
回
転
し
た
位
置
に
変
わ
り
、
ピ
ッ
チ

ン
ド
整
備
工
事
費
三
千
二
百
十
三
万
六
千
　
　
　
ヤ
ー
の
投
球
練
習
場
も
十
分
と
れ
る
広
さ

円
、
、
そ
れ
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
施
設
工
事
　
　
に
な
り
ま
す
。

年内完成に向けて進む拡張工事

購翻翻繍舳灘騰i闘繊灘…撒鞭灘1羅i麗鵬灘灘灘鱗翻一鰯黙筆撚鞘麟羅鍵騨購…灘灘離鱗繊繍麟職鞭繊灘馨鋤縣鰯灘i驚聾贈磁懲騒韓甥階翻麟繍蕪購繋…鞭欝糊懸轍離蝋醸繊灘灘難塾囎購灘翻饗瀟鵬i一諮聯騰灘鍛蝋鱗購賭灘羅黙鮒…轟艦灘灘…翻…甥購鼠

巡煮
●
＼
＼

O

・、．　、凋

　　　　　　　　　　　　きさ
　　　　　霧霧、．
　　　　実灘舞，厳．．，

　　．懸灘，懸　霧駿

　　醗　 ”
． P置　醗，

　　薄羅灘・，

　
　

⑳
報

　
（

一どんな家族でしょうか？

り十日町市の関芳でコンピュータの仕事をしてい

ます。ワ協立パイパー一ツに勤めています。國自

分で食べるだけの農業をしていますが、今年はほ

場整備のためにお休みです。囲孫が3人になっ

て、子守りで手がいっぱいです。

一特別は家族行事とこれからしたいことは？

り家族全員で、春は柏崎の赤坂山公園に花見に行

きました。秋には長野にリンゴ狩りに行きます。

他の所にも行ってみたいんですが、ぱあちゃんが

車から降りて歩くのがダメなんです。下の子がも

う少し大きくなったら、泊まりがけで温泉に行き

たいですね。

9 広報躍”宣と　　　平成4年9月10日



ぞラ増㈹
　
．

刀班ツ3
難
6a

襲
夢饗

難

蹉猶
灘

望ψ雌渤
獲

動〔井ノ川薪長女〕田中

劉大島辮二女〕倉俣

繊〔保坂鼎長男〕宮中

瑚藤田製長男〕宮中

垢輪橋欝美子三男〕小原

鰭〔廣田鍬長女〕田中

魏〔熱田雲の書長女〕如来寺

美桑〔高橋簸長女〕倉俣

置曲〔樋日離二男〕荒屋

簑海〔古高講二女〕灘

購
》

小林ツル（77）干溝
桑原ミヤギ（82）荒屋

崎
寺
山
中
原

　
来

山
如
上
田
小

ゆ
爪
切
の
冷
切
の

侶
6
6
侶
σ
σ

雄
エ
リ
男
ヰ

　
　
ツ
　
　
ズ

一
　
　
ヨ
　
一
シ

　
、
、
、

山
　
　
林
川
口

　
井

常
富
小
早
大

※掲載を希望しない方は届け出の

　際に申し出てください。

劣
も
し
3
い
こ
と

　
　
　
し
て
み
な
サ
？

　
秋
の
夜
長
、
虫
の
音
な
ど
を
聞

き
な
が
ら
物
思
い
に
ふ
け
る
の
も

い
い
け
ど
、
た
ま
に
は
“
お
勉
強
”

っ
て
の
は
ど
う
か
な
。
そ
れ
も
た

だ
の
お
勉
強
じ
ゃ
な
い
よ
。
い
ろ

ん
な
ゲ
ー
ム
の
仕
方
を
こ
っ
そ
り

教
え
ち
ゃ
お
う
っ
て
わ
け
。
ま
、
善

は
急
げ
っ
て
い
う
か
ら
、
早
め
に

公
民
館
に
電
話
し
て
（
6
3
1
2
4

9
3
）
詳
し
い
こ
と
聞
い
ち
ゃ
お
。

　
じ
ゃ
あ
、
待
っ
て
る
か
ら
ね
。

と
き
九
月
三
日
か
ら
十
一
月

　
　
　
　
五
日
ま
で
の
第
一
・
第

　
　
　
　
三
木
曜
日

　
　
　
　
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
九
時
三
十
分
ま
で

と
こ
ろ
　
総
合
セ
ン
タ
ー
外

対
象
十
八
歳
か
ら
三
十
歳
ま

　
　
　
　
で
の
男
女

秋
忙
知
的
に

成
人
・
婦
人
講
座

《
成
人
講
座
》

●
郷
士
の
歴
史
・
文
化
教
室

　
郷
土
の
歴
史
・
文
化
を
学
び
、

　
こ
れ
か
ら
の
中
里
村
を
考
え
る

　
よ
す
が
と
し
ま
し
ょ
う
。

期講
日師

時
間

定会
員場

佐
野
良
吉
氏
（
十
日
町
市
）

九
月
二
十
四
日
か
ら
十
一

月
ま
で
の
第
二
・
第
四
木

曜
日

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
午

後
九
時
ま
で

総
合
セ
ン
タ
ー

二
十
名

《
婦
人
講
座
》

●
手
作
り
工
芸
教
室
．

　
”
手
づ
く
り
の
喜
び
を
味
わ
い
、

　
生
活
に
う
る
お
い
を
”
親
子
の

　
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
時
と
し
て
、

　
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師
　
山
本
美
子
さ
ん
（
上
山
）

期
目
　
九
月
二
十
九
日
か
ら
十
月

　
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

時
間
　
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
午

　
後
九
時
三
十
分
ま
で

場
所
　
総
合
セ
ン
タ
i

詳
細
は
公
民
館
暦
6
3
－
2
4
9
3

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

技
術
は
一
生
の
財
産

魚
沼
テ
ワ
ノ
ス
ケ
，
ル

　
　
　
　
　
生
徒
募
集

募
集
科
　
電
気
施
設
科

定
員
及
び
期
間
　
十
五
名
、
一
年

応
募
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
以
上

で
お
お
む
ね
三
十
歳
以
下
の
者
（
来

年
三
月
卒
業
予
定
者
含
む
）

受
付
期
間
　
九
月
一
日
か
ら
十
月

五
日
ま
で

選
考
目
　
十
月
二
十
日

詳
細
は
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
北

魚
沼
郡
堀
之
内
町
智
○
二
五
七
九

1
四
ー
二
四
一
〇
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
．

ア
メ
リ
カ
大
学

　
　
体
験
リ
ア
D
募
集

　
サ
ザ
ン
・
イ
リ
ノ
イ
・
ユ
ニ
バ

ー
シ
テ
ィ
新
潟
校
（
北
蒲
原
郡
中

条
町
）
で
は
、
高
校
生
の
た
め
の

「
ア
メ
リ
力
大
学
体
験
ツ
ア
ー
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

秋
の
週
末
を
ア
メ
リ
力
人
教
員
と

楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

目
時
　
　
一
回
目
　
十
月
三
日
ω
四

　
　
　
　
　
　
　
日
㈲
一
泊
二
日

　
　
　
二
回
目
十
一
月
七
日
ω
八

　
　
　
　
　
　
　
日
㈲
一
泊
二
日

参
加
費
　
四
千
五
百
円

募
集
定
員
　
各
二
十
名
程
度

申
込
万
法
　
役
場
総
務
課
広
報
係

　
　
　
　
　
に
申
込
用
紙
が
あ
り

　
　
　
　
　
ま
す
。

宿
泊
場
所
　
新
潟
イ
リ
ノ
イ
友
好

会
館

　　　19件

　　　22人

　　622日
（8月末累計）

●交通事故件数

●傷者
●死亡事故ゼロ

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
新

潟
イ
リ
ノ
イ
友
好
会
館

北
蒲
原
郡
中
条
町
長
橋
上
四
三
九

番
地
一
智
0
2
5
4
㈲
6
2
0
2

N
H
K
学
あ

通
個
講
座
で
学
習
セ

　
N
H
K
学
園
で
は
、
秋
の
高
等

学
校
専
攻
科
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
し

▼
高
等
学
校
専
攻
科
（
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
社
会
福
祉

　
コ
ー
ス

　
高
校
卒
業
後
、
二
年
間
の
学
習

　
で
「
N
H
K
学
園
福
祉
ボ
一
フ
ン

　
テ
ィ
ア
」
の
認
定
資
格
が
得
ら

　
れ
ま
す
。

詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、

〒
一
八
六
1
0
一
　
東
京
都
国
立

市
富
士
見
台
二
ー
三
十
六
　
N
H

K
学
園
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

κ
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毒
瘡　霧

票

亭
・
村

恥
曲

竃
ざ

自
衛
欝
雛
纂
中

　
防
衛
庁
で
ぽ
陸
・
海
・
空
の

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自

衛
官
の
規
律
あ
る
団
体
生
活
か
ら

生
ま
れ
る
協
調
性
、
責
任
感
、
根

性
と
教
育
訓
練
に
よ
る
技
能
や
資

格
が
、
除
隊
後
の
就
職
に
も
大
い

に
役
立
ち
ま
す
。

身
分
　
特
別
職
国
家
公
務
員
で
す
。
卜

資
格
　
満
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳

未
満
の
男
女
。
募
集
は
年
間
を
通

じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
庶
務
係
ま

た
は
長
岡
募
集
事
務
所
（
智
0
2

5
8
－
3
3
1
0
2
5
6
）
へ
ー

バ
イ
灘
腫
識

　
　
　
　
　
畠
購
實

　
無
保
険
（
無
共
済
）
バ
イ
ク
対

策
協
議
会
（
総
務
庁
、
警
察
庁
、

大
蔵
省
、
農
林
水
産
省
、
運
輸
省

等
）
で
は
、
九
月
一
日
か
ら
九
月

三
十
日
ま
で
「
無
保
険
（
無
共
済
）

バ
イ
ク
を
な
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
二
百
五
十
C
C
以
下
の
バ
イ
ク

に
は
車
検
制
度
が
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
自
賠
責
保
険
（
共
済
）
の

継
続
契
約
を
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
。

小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ
て

「
油
断
は
禁
物
」
、
バ
イ
ク
の
起
こ

す
人
身
事
故
も
軽
視
は
で
き
ま
せ

ん
。
無
保
険
（
無
共
済
）
で
死
傷

事
故
で
も
起
こ
し
た
ら
、
そ
れ
こ

そ
大
変
で
す
．

　
ま
た
、
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保

険
（
共
済
）
へ
の
加
入
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
無
保
険

（
無
共
済
）
で
走
る
と
、
六
ヶ
月

以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
五
万
円
以

下
の
罰
金
、
さ
ら
に
違
反
点
数
六

点
と
な
り
、
免
許
停
止
処
分
と
な

り
ま
す
。

／／／

〃

　
　
　
　
　
1

・・「も生’寸㌧

　
つ
一

プ
プ
ヨ
ン

　
ワ
ニ
ワ

面
、
二
、

『
ド
師
b
、

　
、
㌧
、

ク
／

愈
膨

　
　
　
　
1

　竜・一

　ノて’睡藝、

Σ、1、る

ンニ｛ゾ
ニ

、
ン

㌧
こ

　
も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い

た
ら
、
最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社

代
理
店
、
農
協
で
加
入
し
ま
し
ょ

う
。『

も
う
麹
．
鎌

　
あ
駿
鵜
講
磯
縮
に

　
　
　
　
　
　
隊
害
者
』

　
九
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

で
す
。

　
労
働
省
や
日
本
障
害
者
雇
用
促

進
協
会
で
は
、
事
業
主
に
対
し
て

障
害
を
も
つ
人
を
雇
用
す
る
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
例
え
ば
、
障
害
を
も
つ
人
を
雇

用
し
た
場
合
、
雇
用
し
た
日
か
ら

一
年
間
、
支
払
う
賃
金
の
四
分
の

『
（
中
小
企
業
は
、
三
分
の
一
）
が

事
業
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

重
度
の
障
害
を
も
つ
人
を
雇
用
し

た
場
合
に
は
、
支
払
う
賃
金
の
三

ノ望
　
　
　
、

人
間
で

い
え
ば
　
’
夕

霧
蔚
，

㌧
蚤
一

　
、
　
　
　
、
、
　
　
　
’

　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
三

’
ン

ワ
》
ご

二
）

、
｝
7

』
と

㌧
㌧
㌧

一

一

分
の
一
（
中
小
企
業
は
二
分
の
一
）

が
一
年
半
、
や
は
り
事
業
主
に
支

給
さ
れ
ま
す
．

　
こ
の
ほ
か
、
職
場
適
応
訓
練
制

や
税
制
上
の
優
遇
措
置
、
職
場
環

境
を
整
備
し
た
り
、
適
切
な
雇
用

管
理
を
実
施
し
た
り
す
る
た
め
の

各
種
助
成
金
、
障
害
を
も
つ
人
を

多
く
雇
用
し
た
企
業
へ
の
調
整
金

や
報
奨
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
障
害
を
も
つ
人
も
、
も
た
な
い

人
も
、
す
べ
て
の
人
が
お
互
い
に

助
け
合
い
、
一
緒
に
働
け
る
場
を

も
っ
と
も
っ
と
増
や
し
た
い
も
の

で
す
。

じ
験
鞘
灘
舞

惇
あ
類
灘
鑓
、

楽
し
み
罐
罎
で
て
あ

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。

　
村
で
は
敬
老
の
日
を
記
念
し
て
へ

恒
例
の
老
人
福
祉
大
会
を
中
里
中

◎母親学級・妊婦隷診

　9月25日総　上村病院

　母親学級（受付）12：45～13：00

　　　　　（内容）産褥と

　　　　　　　　赤ちゃんの保育

　妊婦検診（受付）13：30～14：00

学
校
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年

の
対
象
者
は
大
正
七
年
三
月
三
十

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
七
十

四
歳
以
上
）
で
、
六
百
二
十
九
人

が
招
待
さ
れ
ま
す
。

　
ご
っ
つ
お
を
用
意
し
て
待
っ
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

統
尉
翅
聾
環
欝

　
　
ご
協
鐵
鶏
だ
“
サ

　
十
月
一
日
に
商
業
統
計
調
査

（
飲
食
店
の
み
）
、
商
業
実
態
基
本

調
査
、
就
業
構
造
基
本
調
査
の
三

つ
の
指
定
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。　

各
調
査
と
も
、
調
査
日
の
『
週

間
ほ
ど
前
に
調
査
員
が
対
象
店

（
対
象
世
帯
）
を
訪
門
し
、
調
査

の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。
調
査
の

主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎三種混合接種（、2回目）

　9月21臼（月〉総合センター

　　　　　　　　2：10～3：00

◎糖尿病検診

　9月22日㈹保健センター

　　　　　　　　8二〇〇～

平成4年9月10日広報躍勲宣と：〃



山田晴美さん
集落清田山

青春してます
　8月11日～9月26日

カレンタ“一
昭和46年11月1日生まれ　20歳

11働
高齢者交通安全旬間（20日まで）

心配ごと相談（村山篤稔）合老人福祉セン
ター　　∈）13二30～16二〇〇

12仕） 役場閉庁日

13（H〉 中里中学校体育祭

村民テニス大会合清田山テニスコート

14（月）

15（幻
敬老の日

老人福祉大会合中里中学校体育館
010：00～14二〇〇

16㈱ 中里村議会定例会

17休） 中里村議会定倒会

18働
心配ごと相談（山本ケン）倉老人福祉セン
ター　　（⊃13二30～16二〇〇

19仕）

20（日）

21（月）
三種混合（第1期2回目）合総合センター

014二10～15：00

秋の全国交通安全運動（30日まで）

22（火）
糖尿病検診合保健センター　（D8：00

村内小学校親善陸上競技大会倉田沢小学

校グラウンド

23㈱

24（木）

25㈹

妊婦検診・母親学級介上村病院

012：45～
心配ごと相談　　（藤田義一）倉老人福祉セ

ンター　　（⊃13：30～16：00

行政相談（山田正平）合老人潭祉センター
（D13二30～16二〇〇

26仕） 役場閉庁日

　　※変更強る場奢鰹あ鰻ま鱗ひ御鶏の際縁確翻姦

　　　　　　　　　おね方難蟻ま鱗登
灘難懇灘糠難灘　　　　，

星座かに座
血液型B型
身長152cm
長岡市の専門学校で1年間老人

福祉を学び、介護福祉士の資格を

取得後、レインボービラ清津で介

護員をしています。

今楽しいことは仕事。「お年寄り

から感謝されたときはとってもう

れしい」。でも大変な仕事では？と

の間いに「高校のときからこの仕

事をしたいと思っていたので、楽

しいです」趣味はドライブ。理想　継

の男性はいっしょにいて落ち着く

人。結婚は「2、3年後」

⑭津南病院簾謂
⑭至誠堂医院謝箒1

⑭中条病院禅講1
⑭大熊内科医院鮨讐1

　
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
今
年
初
め

て
清
田
山
自
然
運
動
公
園
祭
り
に

行
っ
て
み
ま
し
た
。
会
場
に
着
く

な
り
人
、
人
、
人
。
人
の
多
さ
に

驚
き
な
が
ら
歩
を
進
め
る
と
、
雪

の
滑
り
台
に
歓
声
を
あ
げ
る
子
ど

も
た
ち
や
、
ウ
ナ
ギ
の
つ
か
み
取

り
に
、
全
身
ズ
ブ
鍛
れ
に
な
り
な

が
ら
池
の
中
を
と
び
回
る
オ
ジ
サ

ン
た
ち
の
姿
が
、
次
々
と
目
に
飛

び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
を

夢
中
に
さ
せ
て
く
れ
る
裏
方
に
目

を
向
け
る
と
、
清
田
山
集
落
の
人

た
ち
が
総
出
で
し
か
も
汗
だ
く
に

な
っ
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

姿
に
感
心
す
る
と
同
時
に
、
い
た

く
感
激
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

轟．蔑、

スギ

霧

ユリ

　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1￥愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

うまが合う
　秋空が高く澄み切ってさわや
　　　そうろうぶん
かな季節を、候文の手紙などで

　　　　　　こうは、「天高く馬肥ゆる候」と表現

しました。これは中国唐代の詩
　としんげん
人杜審言が、出征する友人に贈

　　　　　　　さいばった詩の一節．「秋高くして塞馬

肥ゆ」からきた成句です。

　　　　　　　きょうど　秋がくると、騎馬民族の勾奴
　　とりでが辺境の塞に体重の増した元気

な馬を集めて、侵攻の機を狙っ

ていたのです。しかし、地続き

の国境がないわが国では．肥え

た馬といえぱ食欲が進む秋季の

シンボルとされてきました。

　うま（uma）、むた（mma）

という日本語は、馬自体が大陸

から伝わるとともに入ってきた．

中国語の馬（ma）によるものと

考えられます。それ以来、馬と

日本人の深いかかわりを示す言

葉も少なくありません。

　「うまが合う」は、馬と乗り

手の呼吸がぴったりなところか

ら、気が合う、意気投合するの

　　か意。「噛む馬にも合い口」は、ど

んな人にも気の合う相手がいる

ことをいったものです。また、

「馬は馬連れ」は、うまの合う

　i人が一緒に行動すれぱう
…圭iまくいくたとえに使われ
ロiてきました．

葉　1
　ヨ　ド　ξ　L　㌧　』　口
のルーツ

8月末現在
（）は前月比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ難人ロ男3，332人（一3）女3，347人（一7）計6，679人（一10）㊧世帯数1，634（一3）　＼

だ


